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平成1 8年度の血渠分画製剤の需給状況く需給計画との比較フE速報値コ

製造.輸 入 量

換算規格.単位 0計 く2,うち国産原料
く丑供給量 自給率く供給ヘ.-スJ

上段こ実積く達成率1
下段こ需給計画

上段こ実績く達成率I
下段こ需給計画

上段こ実績く達成率1
下段こ需給計画 17年度 18年度
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注l.数値は,製晶の規柊別に報告された数量を集計しl代表的な規格.単位に換算したうえ.四捨五入により1 00又は
1 0の整数倍で表示したo

注2,液状タイプの組織接着剤についてIL接着.閉鎖部位の面積当たりの使用量を勘案して換算L
インヒビタ-製剤については.体重50kgの人ヘの投与量を標葎として人数で算出した.
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血菜分画製剤の自給率の推移く供飴量ぺ-スI
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主な血渠分画製剤の自給率の推移く年度.供給量ベ-スl
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アルブミン製剤の供給量と自給率
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免疫グロブリン製剤の供給量と自給率
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血液凝固第VK因子製剤の供給量く遺伝子組換え型含むン
と国内血渠由来製剤の割合

万単位
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く注,遺伝子組換え型を含まない国内血弊由来の製剤については.平成6年に国内自絵を達成. +eQ4+bQ
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